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（午前10時 開会） 

○竹村博之委員長 ただいまから、予算常任委員会を

再開し、本日の会議を開きます。 

  これより議事に入ります。 

 ―――――――――――○――――――――――― 

○竹村博之委員長 議案第63号 令和８年度吹田市一

般会計補正予算（第１号）を議題とし、討論を行い

ます。 

  意見を受けることにします。 

○柿原真生委員 議案第63号 一般会計補正予算に対

し、会派を代表して意見を述べます。 

吹田市は、吹田市介護老人保健施設、以下「吹田

老健」と述べますが、これが公の施設である必要性

は低下したとして、2027年９月末をもって指定管理

を終了するとともに廃止する議案を提案されました。

これまで築いてきた介護サービスの質が維持できる

か、ボランティア育成や住民との協働などが事業譲

渡後に継続できるかどうかは不明です。事業団の経

営改善のための時間的猶予を与えることもなく、長

期入所者の受入れなどの不安も拭えないものです。 

しかしながら、過日の健康福祉常任委員会で、吹

田老健を廃止する条例並びに指定管理期間を１年６

か月短縮する条例が賛成多数で可決されました。本

補正予算には、今後も経営が改善しない前提の下で

の運営経費に対する市の負担金が計上されており、

事業団職員の整理解雇に伴う退職金も、事業団が解

散するのであれば必要なものであると考えます。 

よって、吹田老健の廃止には反対の立場ですが、

本補正予算にはやむなく賛成します。 

○五十川有香委員 議案第63号 令和８年度吹田市一

般会計補正予算（第１号）について、市民と歩む議

員の会として意見を述べます。 

本予算には、吹田市介護老人保健施設の事業譲渡

に係る予算として、事業団に関する運営費負担金と

民間譲渡に係る選定委員会の報酬費等が計上されて

います。吹田老健をめぐるここまでに至る拙速な市

の方針決定をはじめ、様々な課題が浮き彫りになっ

たことに対しては極めて遺憾であり、一連の進め方

自体には到底賛同し難いものです。 

まず、本案に計上されている運営費負担金２億円

について。 

令和７年９月補正予算での9,000万円に続き、さ

らなる公金投入が必要となった背景には、ここ数年

の赤字だけでなく、指定管理制度の開始当初から、

万が一の際には職員全員が一斉に退職となり、さら

に割増しも必要となる退職手当をどう工面するかと

いう構造的な課題は存在していました。市は、その

リスクを当初から把握していたにもかかわらず、結

果的に放置してきたことの責任は問われるべきです。 

同時に、行政のチェック機関としての役割を果た

すべき我々議会としても、これまでの財務処理の経

緯や、事業団に内在していた構造的リスク、そして

ここに至るまでの状況を十分に把握し切れていなか

った、見抜けなかったことについては、反省しなけ

ればなりません。 

また、今回の議案参考資料に書かれていた内容に、

流用に関する手続上の問題が明らかとなりました。

事業譲渡にあたり、この土地、建物の鑑定価格を出

すための鑑定料が、本年２月27日に流用によって対

応されていた件についてです。 

市は、緊急性があったと言われていましたが、当

時は２月定例会の開会中であったことを鑑みれば、

決して適正な予算処理とは言えません。さらに、こ

のような変則的な手続を行っていながら、議会に対

して事前の説明も報告もなかった点は、議会の軽視

であり、断じて看過できるものではありません。 

しかしながら、今回の補正予算に計上されている

２億円は、事業譲渡が行われるまでの間、現在入所

されている市民の皆様が安全にサービスを受け続け、

また、職員の皆様が雇用契約どおり安心して働き続

けるために、極めて重要な意味を持つ大切な予算で

あります。 

よって、利用者保護と雇用の継続という、福祉行

政が担うべき最低限の責任を果たすため、本予算措

置については必要不可欠なものであるため、賛成い

たします。 

ただし、この予算はあくまで、次の受皿や利用者

の安全が100％確保されるまでの猶予期間をつくる

ための予算であるべきです。売却先、すなわち譲渡

先法人すら決まっていない現段階において、先に条
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例廃止という退路を断つ決定を行うことは、市民を

不安に陥れ、福祉現場に大きな混乱を招く拙速な幕

引きにほかなりません。 

まずは現場が混乱せず、引き続き安全なサービス

を提供できるよう、現場の皆様のお声や気持ちに十

分に寄り添った対応を行うこと。 

そして、これまで培ってきたノウハウが生かされ

るよう工夫し、適切に介護サービスが継続される譲

渡先の事業者選定が行えるよう、行政として責任を

果たし尽くすことを強く求めまして、賛成意見とい

たします。 

○竹村博之委員長 ほかに発言はありませんか。 

（発言なし） 

  なければ、以上で討論を終了します。 

  これより議案第63号を採決します。 

  議案第63号を原案のとおり承認することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

御異議なしと認めます。 

  よって、議案第63号は原案のとおり承認されまし

た。 

―――――――――――○――――――――――― 

○竹村博之委員長 以上で、予算常任委員会を閉会し

ます。 

（午前10時７分 閉会） 

 


